
Aha Empowerment 講座 10 月 
永田 円了 

自分の山を登る	 
Part	 II：	 心の声を聴く	 

 
 自分を生きたい、でもなかなか生きられない 
 自分の価値を何によって決めるのか 
 自分の山を登りたい 

 
自分の価値を何によって決めるのか 
 

 社会的評価で自分の価値を決める  
    → 人の山を登っている人  

  自分の価値は自分で決める  
    → 単に我（エゴ）をはっているだけ  

  社会的評価もほしい、でも自分の山も登りたい  
    → 漂う人  

 
  

 
  、 
   
      感覚かな 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事例 

 高橋 和（やまと） / 自立神経失調症から立ち直る 
  高嶋 忠夫（73 歳） / うつからの復活 

  スティーブン・スピルバーグ / 心の声を聴く 
 トム・クルーズ心の時代 / 笹田信五氏 / 自分の山を登る 
 来日インタビューより 
  田中 泯 / 農業をする 
  田中 泯 / 見せるより、見られている感覚 

  田中 泯 / たそがれ清兵衛より 
  武蔵と小次郎 / 巌流島の決闘より 
  武蔵と父 / 否定されて育った幼年時代 
  武蔵と沢庵和尚 / 迷え、迷え、迷え 

 

高橋  和 （やまと）  
自律神経失調症から立ち直る 
そうか、本音で生きていいんだ 

田中  泯 （みん）  
見せるより、 
見られているという感覚かな 

「バカの壁」養老  孟司  
 全体の状況を判断して、適切な判断をすることができない 
 日常と重ね併せて、聴くことができない 
 原理主義は学問の敵 
 壁をつくって、そこから外は見ない 
 それは中で出来上がってくる、非常に固いもの 
 全部出来上がっている世界で生きている 
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